
防災について調べよう
行ってみよう学べる防災センター

所在地 ： 東京都千代田区大手町 1-3-4 気象庁 1F　TEL ： 03-
3212-8341　開館時間： 10:00-16:00　入館料 ： 無料　休
館日 ： 12 月〜 5 月の日曜・祝日（祝日が土曜の場合開館）・年
末年始　交通アクセス：東京メトロ東西線「竹橋駅」4 番出口
から徒歩 1 分、東京メトロ千代田線、半蔵門線、丸ノ内線、都
営三田線「大手町駅」C2b 出口から徒歩 5 分　ホームページ ： 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/kagakukan.html

所在地 ： 東京都立川市泉町 1156-1　TEL ： 042-521-1119　開館時間： 9:00-
17:00 入館料 ： 無料　休館日 ： 木曜・第 3 金曜（祝日の場合は直後の平日）・年末年
始　交通アクセス：JR 中央線「立川駅」北口 1 番バス乗り場から、立川バス「立川
消防署」下車すぐ 多摩都市モノレール「高松駅」徒歩 15 分　ホームページ ： http://
www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-ttbskan/

模
も

擬
ぎ

災害を体験しながら防災についてしっかり学ぶことができる

東京消防庁�本所防災館　所在地：墨田区横川 4-6-6 本所消防署内　TEL：03-3621-0119
ホームページ：http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-hjbskan/

四谷三丁目駅から直結、徒歩 0 分。消防車やヘリにも乗れ、江戸時代からの消防の歴史を学ぶことができる

東京消防庁�消防博物館　所在地：新宿区四谷 3-10 四谷消防署内　TEL：03-3353-9119
ホームページ：http://www.tfd.metro.tokyo.jp/ts/museum.html

津波シミュレーター

消火訓練室

災害ポイントウォッチャー

防災ミニシアター

緊急地震速報トライアル

地震体験室

「ひょっとして大雨キューブ」

応急救護訓練室

＊ 休館日などは変
へん

更
こう

する場合があるので
ホームページなどで確認してください。

地震や津
つ

波
なみ

などの災害時の対処法を体感しながら学ぶことができる

気象庁 気象科学館

首都圏
けん

の災害を想定した体験が総合的に学べる

東京消防庁立川防災館

❶ 災害ポイントウォッチャー
災害に遭

そう

遇
ぐう

した時、どのような行動や場所が安全か、クイズ形式で学ぶ
ことができる。
❷ 緊

きん

急
きゅう

地震速報トライアル
緊急地震速報のしくみや速報が出た時に取るべき行動について学べる。
❸ ひょっとして大雨キューブ
局地的大雨の怖

こわ

さや、一人一人ができる対策について解説している。
❹ 津波シミュレーター
津波を模型で発生させ、映像とともに津波のしくみが学べる。

❶ 防災ミニシアター
もし首都直下に大地震がきたらということを想
定した映像を通して、備えと行動避

ひ

難
なん

について
学べる。
❷ 地震体験や煙

けむり

体験
本物そっくりの震度 7 の揺

ゆ

れを体験できる。
煙体験室では、避難時の煙の特性や恐

おそ

ろしさに
ついて学べる。
❸ 応急救護訓練
突然の事故に備えて、正しい応急手当を学ぶため
のコーナーで、AED の取扱い方法も勉強できる。
❹ 消火訓練
消火器を実際に活用した疑似体験を通して、消
火器の使用法が学べる。

❶

❶

❷

❷

❹

❹

❸

❸
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所在地 ： 東京都豊島区西池袋 2-37-8  TEL ： 03-3590-
6565  開館時間： 9:00-17:00　入館料 ： 無料　休館日 
： 火曜・第３水曜（国民の祝日に当たる場合は翌日休業） 
年末年始（12 月 28 日〜１月４日）　交通アクセス：池
袋駅（南口・西口・メトロポリタン口）から徒歩５分　ホー
ムページ ： http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-ikbskan/

所在地 ： 東京都北区西ヶ原 2-1-6　TEL ： 03-3940-
1811　開館時間： 9:00-17:00　入館料 ： 無料　休館
日 ： 月曜（国民の祝日にあたる場合は翌日）・祝日（土曜
除く）・年末年始　交通アクセス：JR 京浜東北線「上中
里駅」から徒歩 5 分、東京メトロ南北線「西ヶ原駅」1
番出口から徒歩 5 分　ホームページ ： http://www.city.
kita.tokyo.jp/bosai/bosai-bohan/bosai/shobosho/
kagaku/

東京都震災復興記念館　
関東大震災の惨

さん

禍
か

を永く後世に伝え、震災後に東京を復興させた当時の大事業を記念す
るために東京都慰

い

霊
れい

堂
どう

の付帯施設として建設された。震災被害資料、油絵、
写真、復興模型や震災遺物などが展示されている。
所在地 : 東京都墨田区横網２- ３-25　TEL：03-3622-1208（横網町公園事務所）　交通 : JR
総武線「両国駅」下車・西口から徒歩 10 分 / 都営地下鉄大江戸線「両国駅」（江戸東京博物館前）
下車 A1 出口 徒歩２分　ホームページ：http://www.tokyoireikyoukai.or.jp/kinenkan.html

江戸東京博物館　
江戸東京400年の歴史と文化を展示している博物館。東京ゾーンでは関東大震災とその後の復興の様子を展示している。
所在地 : 東京都墨田区横網 1-4-1 東京都江戸東京博物館（TEL 03-3626-9974）　交通 : JR 総武線「両国駅」西口下車 徒歩 3 分 / 都営
地下鉄大江戸線「両国駅」（江戸東京博物館前） A4 出口 徒歩１分　ホームページ：http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/

図上訓練コーナー

防災クイズコーナー

救急コーナー

震災復興記念館

慰霊堂

地震コーナー

地震体験コーナー

救助・救出コーナー

初期消火訓練・煙体験コーナー

池袋駅から近く、一人でもグループで
も大丈夫。いざという時の対処法を学
ぶことができる

東京消防庁池袋防災館

東京都で最初にできた防災啓
けい

発
はつ

施設。防災に対
する正しい知識を身に付けることができる

東京都北区防災
センター

（地震の科学館）

❶ 地震コーナー
地震コーナーでは、長周期地震動による揺れや東日本大
震災の波形に基づく揺れを、煙コーナーでは、煙の性質
を学び、避難をする体験ができる。
❷ 救急コーナー
心
しん

肺
ぱい

蘇
そ

生
せい

法
ほう

の体験ができ正しい応急処置を学べる。
❸ 救助・救出コーナー
消火コーナーでは、消火器の使用法を実際に体験して習得
できます。救助・救出コーナーでは、屋内や屋外での救助・
救出方法を体験し、技術を身につけることができる。
❹ 図上訓練コーナー
地図に防災施設等の情報を書き込み、地域の防災力の
確認ができる（東京都内の町会・自主防災組織対象）。

❶ 地震体験
起震装置を使って関東大震災、阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災など
の実際の揺れを体験することができる。
❷ 初期消火訓練・煙体験
小さな火のうちに消し止めることで、被害を最小限に食
い止められ、煙の性質を学び、避難訓練ができる。
❸ 応急救護訓練
モデル人形を使用し、AED（自動体外式除細動器）の
使用法など正しい応急処置を学べる。
❹ その他の体験
AED を使用した心肺蘇生・三

さん

角
かく

巾
きん

・救出救護・簡単
なロープワークなどの体験ができる。

❶

❶

❷

❹

❹

❸

❷
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　平成24年（2012）11月東京都防災会議は、東京都地域防災計画を策定しました。
この計画は、都の被

ひ

害
がい

想定や東日本大
だい

震
しん

災
さい

などの最近の大規模地震から得た教訓等を踏
ふ

ま
えて策定されたものです。これにより自助・共助・公助を実現し、都民の生命・身体及び
財産を保護するとともに都市の機能を維持することにより東京の防災力を向上し「首都東
京の防災力の高度化」を目指します。

東京都の防災対策を調べてみよう

【東京都地域防災計画の視点と対策】

都の被害想定（平成24年 4月）

地域防災計画（震災編）における対策と全体像

　東京都の防災対策について、東京都のホームページなどでもっと詳しく調べてみましょう。

56

こうした被害を抑
よく

制
せい

するため、３つの視点で、具体的な目標をあげて対策を進めます

● 都民のくらしと都市機能を支える住宅やライフライン等に大きな被害が発生

全
ぜん

壊
かい

棟
むね

数
かず

= 約 30 万棟
とう

、ライフライン被害 = 断水率約 35％・停電率約 18％など

● 都民と地域の防災力向上
● 安全な都市づくりの実現
● 交通ネットワーク・ライフライン等の確保
● 津

つ

波
なみ

等対策

● 広域連
れん

携
けい

による応急対応力の強化
● 情報通信の確保
● 医

い

療
りょう

救護等対策
● 帰宅困難者対策

● 避難者対策
● 物流・備

び

蓄
ちく

・輸送対策の推進
● 放射性物質対策
● 住民の生活の早期再建

自助・共助・公助を
束ねた地震に強い
まちづくり

都民の命と首都機能を
守る危機管理の
体制づくり

被
ひ

災
さい

者
しゃ

の生活を支え、
東京を早期に再生する
仕組みづくり

視点1

視点 2

視点 3

● 強い揺
ゆ

れや火災によって、重大な人的被害が発生

最大死者数 = 約 1 万人、最大避
ひ

難
なん

者
しゃ

数 =339 万人、帰宅困難者数 = 約 517 万人など
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復興に向けて・・・
被災地から、東京都の中学生にメッセージをいただきました。
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あの日・・・
被災地から、東京都の中学生にメッセージをいただきました。

　この作品のテーマは「新生高田！！」です。
 　あの３月１１日に起こった震災で多くの人々が犠

ぎ

牲
せい

になり、家も車もすべてを津
つ

波
なみ

によって流されました。私はあの日、高田高校で部活をしていて、第２グラウンドの
方に避

ひ

難
なん

しました。
　津波を見た次の日、町には少数の建物しか残っていなくてあの町並みはもう見られ
ないと思ったら信じられませんでした。あれから半年が経ち、今では前とほぼ変わら
ない生活を送っています。部活動でこの話を知り、自分の思っている絵を描きました。
　私は絶対に海は描きたくて海を中心の上に。そして海の下にある線路は防

ぼう

波
は

堤
てい

を
兼
か

ね備えています。高田の町並みがあって、手前に見える時計台は市役所で高田の
シンボルです。右側に見える青い屋根の建物は、高田高校です。そして、左側に見
える大きな観覧車は高田を一望できます。ここは高田の新しい名物スポットと考え
ています。他にも博物館や図書館、遊ぶ場所、買い物できる場所を設けました。
　復興が進んでこんな風になったらいいなと思いながら描きました。

岩手県立高田高等学校１年　西槇　美紀

今の福島が本当に大好きです

　私たちは、あの３月１１日の大震災から、全てが変わってしまって、今、藤間中学
校に間借りして勉強しています。豊間中学校の校舎は、１階が津波で流されてしまっ
ていて、いつ、豊間中にもどれるのか分かりません。早く豊間中学校にもどりたいです。
部活動では、月曜日と金曜日は藤間中の体育館を使わせていただいています。本当に
藤間中学校には、感謝しています。
　また、今まで支援してくださったみなさんにも本当に感謝しています。私たちは、
みなさんの支援のおかげでとても元気になりました。これからの事は、分かりません
が、私たちは、これからもずっと元気でいたいし、早く、復旧・復興して、早く３月
１１日以前よりも良い福島にしていきたいです。私は、今の福島が本当に大好きです。

平成２３年１０月　　福島県いわき市立豊間中学校　１年　鈴木　里歩
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東京都教育委員会

東京都教育委員会
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まず自分の命を守り、
次に身近な人を助け、
さらに地域に
貢献できる人になるために

　　　　　　　　　立　　　　　　　 　　　 学校

2 年　　組　　番　氏名
3 年　　組　　番

平成29年度中学校版
防災教育補助教材

中
学
校
版

平
成
29
年
度

を
忘
れ
な
い

３
・
11

h2807_h1-h4.indd   1 2017/08/03   13:23


